
がんとその予防 

（中学校） 
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“がん”の発生と進行の仕組み 
正常な状態 
 
 

遺伝子に傷が付き、 
異常な細胞ができる。 
 

 

異常な細胞が増殖する。 
（がん化） 
 
 

異常な細胞がかたまりに 
なる（腫瘍形成）、周囲 
に広がりやすくなる。 
 

 

血管などに入り込み、 
全身に広がる（転移浸潤） 

これが 

“がん” 

です！ 

 

がんのほとんどは無治療のままだと 
全身に転移して患者を死に至らしめるとされる。 

 



“がん”の原因について 
話し合おう！ 

Q１ 
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非喫煙者 10本／日×50年 60本／日×55年 

喫煙による肺への影響 

たばこの煙には、200種類以上が有害物質が含まれます。 
その中には６０種類以上の発がん物質が含まれています。 

厚
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喫煙が招く病気 

がん 
・喉頭がん ・肺がん 
・咽頭がん ・食道がん 
・口腔がん ・膀胱がん 
・すい臓がん・肝臓がん 
・胃がん 

・骨粗鬆症   ・皮膚の老化 
・シミ・シワ ・脱毛 
・歯周病 

・胃潰瘍 
・十二指腸潰瘍 

・気管支炎 
・肺気腫 

・動脈硬化 
・高血圧 
・心筋梗塞 
・狭心症 
・脳卒中 

その他 胃腸の病気 

呼吸器の病気 

循環器の病気 
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がんのリスク（がんになる、または 
がんで死亡する危険性）が 
高くなります！ 
 

◆喫煙年数が長いほど 
 

◆１日の喫煙本数が多いほど 
 

◆喫煙開始年齢が若いほど 

副流煙も 
がんの原因 
だよ！ 



 

“がん”の 
「正しい知識」 を学び 

「その予防」 について 

何ができるか考えよう！ 
 

学習の目標 
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 日本で、“がん”に 
 なる人は何人に１人 
 くらいいるでしょう？ 

Q２ 
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２人に１人です！ 答 え 

一生のうち、 
男性の約６０％、女性の約４５％が、 
“がん”になる可能性があります。 

４５％ 
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６０％ 



堺市の主な死因 

３２．０％ 
悪性新生物 

１５．５％ 
心 疾 患 １０．９％ 

肺 炎 

６．９％ 
脳血管疾患 

がん 

１位 

２位 
３位 

４位 

３４．７％ 
その他 

死亡数 
7647 人 

平成２６年人口動態調査結果より 
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“がん”は体の 
どこにできるでしょう？ 

Q３ 
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主要５大がん 

胃がん 肺がん 子宮がん 乳がん 大腸がん 

がんは体のどの組織でもできる 
可能性があります。 
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１位 ２位 ３位 



“がん”にならない 
 方法はあるのかな？ 

Q４ 
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“がん”にならない方法は 
ありません。 

答 え 

でも、 
 ◆がんにかかりにくくしたり、 
 ◆がんを発見したりする方法は 
  あります！ 
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 “がん”にかかりにくくするには、
どんな生活が望ましいかな？ 

Q５ 

15 



禁煙する 

食生活を

見直す 

適正体重を

維持する 

身体を動かす 

節酒する 

望ましい生活習慣 
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家での７つのやくそく 
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ヘルスプロモーション 

健康的な生活を送るためには、 
周りの人々や社会の取り組みなどに
支えられながら、自ら積極的に努力
することが重要です。 

とても大事なこと！ 
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地域社会での取り組みや 
支援についてみていこう！ 

Q６ 
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「胃がん」検診 
「大腸がん」検診 
「肺がん」検診 
「子宮頸がん」検診 
「乳がん」検診 

堺市の各種がん検診 

主 

要 

５ 

大 

が 

ん 
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“子宮頸がん”は、若年層にも多い 
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   2011年 年齢階級別罹患率 （女性） 
10万対 

    年齢階級 

胃 

子宮頸部 

肺 

乳房 

大腸 

   2011年 年齢階級別罹患率 （男性） 10万対 

    年齢階級 

大腸 

胃 

肺 
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子宮頸がん罹患率の変化 

10-14歳 

15-19歳 

20-24歳 

25-29歳 

がん情報サービスより 



 

87.8%

45.8%

92.8% 94.1%

53.3%

16.3%

83.7%

71.3%

胃がん 肺がん 乳がん 子宮がん

検診でがんが発見された場合

検診以外でがんが発見された場合

部位、発見経緯別５年相対生存率 

資料：公益財団法人がん研究振興財団 
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堺市の「がん検診」の受診率 
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（市民の責務） 
第５条 市民は、喫煙、飲酒、食生活、運動その他の生活習慣及びウイル
ス等の感染が健康に及ぼす影響等がんに罹患しやすくなる要因を排除す
るための正しい知識を持ち、がんの予防に必要な注意を払うよう努めるとと
もに、市が実施するがん対策に関する施策に協力し、定期的にがん検診を
受診するよう努めなければならない。 

（目的） 
市、保健医療関係者、事業者及び市民の責務等を明らかにし、市のがん対
策に関する施策の基本となる事項を定めることにより、がんの予防及び早
期発見に資するとともに、科学的な知見に基づく適切ながんに係る医療を
全ての市民が受けられるようにするための総合的な施策を推進することを
目的とする。 

堺市がん対策推進条例（平成２５年１月１日施行） 
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保健センターの役割 
健康相談 
 

 ◆検診結果で気になる事がある。 
 

 ◆検診で、生活改善の指導を受けたいが、 
   どうしたらよいかわからない。 
 

 ◆がん検診のことが聞きたい。 
 

 ◆地域で健康づくりがしたい・・・など 
 

 保健センターの 
保健師、管理栄養士、歯科衛生士が、 

          相談に応じます！ 
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もし身近な人が“がん”に 
なってしまったら・・・ 

Q７ 
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“がん”の治療の３つ柱 

手術 
療法 

放射線 
療法 

化学 
療法 
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緩和ケア 

緩和ケアとは、 
 がんと診断されたときの精神的なつらさ、治療に伴う痛み、
就業や経済的な負担に対する不安や苦痛を、がんの状態や
治療期間に関係なく、がん診断時から和らげる方法。その対
象者には、がん患者のみならず、その家族や遺族も含まれ
る。 

治療 

緩和ケア 
がんに対する治療と並行して緩和ケアを行い、状況に合わせて割合を変えていく 

～病気に伴う心と体の痛みを和らげる～ 
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・手術 
・放射線治療 

・化学療法（抗がん剤など） つらさや症状の 

がんの経過 



 厚生労働省が指定する 

 地域がん診療連携拠点病院 

独立行政法人労働者健康福祉機構 
 

 大阪労災病院 

独立行政法人堺市立病院機構 
 

堺市立総合医療センター 

総合的ながん医療 
 ■ がん統計 
 

 ■ がん検診 
 

 ■ がん相談支援 
       ・地域連携 
 

 ■ 緩和ケア 
 

 ■ 手術 
 

 ■ 放射線治療 
 

 ■ 化学療法（抗がん剤など） 
 

 ■ がん予防啓発 

堺市には 
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＊地域の病院と連携・協力しています。 



がんの予防のために
今、できることは何だ
ろう？ 

生涯にわたる健康に
必要だと思うことは
何だろう？ 
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Q８ 



ま と め 

１ がん細胞は、だれの体にも発生す
る。 
 

２ がんにかかりにくい生活習慣を身に 
  つけよう。 
 

３ 定期的にがん検診を受けることが、 
  大切です。（早期発見・早期治療） 
 

４ 家族や周りの人たちの健康を支える 
  人になろう。 
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最 後 に 
 

がんは予防可能な病気です。 
あなたをがんから守るのは、あなた自身です。 
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 「健康を支える地域社会の取り組み・支援
がある」ということを発信する人になろう！ 
 

そ し て 
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